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ご
あ
い
さ
つ 

寒
暖
の
差
が
激
し
く
、
桜
の
花
も
遠

慮
が
ち
に
花
を
咲
か
せ
て
い
る
よ
う
な

春
の
到
来
と
な
り
ま
し
た
。 

年
度
が
変
わ
り
新
し
い
目
標
に
向
か

わ
れ
る
方
、
新
し
い
門
出
に
就
か
れ
る

方
々
に
は
希
望
へ
の
着
実
な
前
進
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。 

さ
て
、
３
月
４
日
か
ら
17
日
ま
で
の

14
日
間
、
平
成
22
年
第
１
回
山
北
町
議

会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主
な

議
題
は
平
成
22
年
度
予
算
の
審
議
で
し

た
。 い

ず
れ
議
会
だ
よ
り
で
詳
し
く
報
告

さ
れ
ま
す
が
、
速
報
と
し
て
い
つ
も
の

よ
う
に
お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ご
一
読
い
た
だ
い
て
ご
意
見
な
ど
お
寄

せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

一
般
質
問 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る 

情
報
発
信
の
改
善
を 

質
問 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報

発
信
の
目
的
は
何
か
。 

答
弁 

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
窓
口
と
し

て
の
情
報
発
信
、
観
光
や
イ
ベ
ン
ト
、

ま
ち
づ
く
り
情
報
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
も
の
で
す
。 

質
問 

現
在
の
内
容
は
町
が
意
図
す

る
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
。
不
都
合
は

な
い
か
。 

答
弁 

情
報
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
発

信
で
き
な
い
、
更
新
に
時
間
が
か
か
る
、

委
託
料
が
増
加
傾
向
等
の
問
題
が
あ
り

ま
す
。 

質
問 

ど
の
分
野
の
情
報
が
利
用
さ

れ
て
い
る
か
の
分
析
は
で
き
て
い
る
か
。 

答
弁 

行
政
の
運
営
に
生
か
し
た
い

細
部
に
つ
い
て
分
析
で
き
な
い
構
成
に

な
っ
て
お
り
、
他
の
問
題
点
も
含
め
て

解
決
す
る
た
め
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

質
問 

防
災
に
つ
い
て
の
情
報
は
一 

 

般
論
で
あ
る
。
山
北
町
は
東
海
地
震

の
防
災
対
策
強
化
地
域
に
指
定
さ
れ
て

い
る
の
で
、
こ
の
際
、「
我
が
家
の
耐
震

診
断
」
の
よ
う
な
簡
易
耐
震
診
断
の
手

法
を
紹
介
し
て
は
ど
う
か
。 

答
弁 

前
向
き
な
提
案
で
よ
い
こ
と

だ
と
思
う
の
で
、
予
算
の
範
囲
内
で
で

き
る
の
で
あ
れ
ば
取
り
入
れ
た
い
。 

質
問 

住
宅
用
火
災
報
知
機
の
設
置

は
平
成
23
年
６
月
１
日
か
ら
条
例
が
実

施
さ
れ
る
。
Ｐ
Ｒ
を
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
ど
う
か
。  

答
弁 

広
報
に
も
掲
載
し
て
い
る
が
、

広
報
を
見
て
い
な
い
前
提
で
取
り
組
み

た
い
。 

質
問 

台
風
・
大
雨
に
つ
い
て
県
が

調
査
し
た
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
情
報

を
住
民
に
知
ら
せ
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。 

答
弁 

神
奈
川
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
詳
細
な
地
図
が
載
っ
て
い
る
の
で
、

町
の
ペ
ー
ジ
か
ら
リ
ン
ク
す
る
よ
う
に

取
り
組
み
た
い
。 

質
問 

山
北
町
に
両
親
を
残
し
、
他

の
地
域
住
ん
で
い
る
人
達
が
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
見
て
親
や
郷
土
に
愛
着
を
感
じ

る
情
報
を
提
供
す
る
べ
き
だ
と
思
う
。 

答
弁 

山
北
町
の
近
況
を
提
供
す
る

こ
と
は
大
切
で
あ
り
、
定
住
対
策
の
点

か
ら
も
十
分
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。 

 

安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り 

啓
発
を 

山
北
町
で
は
東
海
地
震
、
神
奈
川
県

西
部
地
震
、
神
縄
・
国
府
津
―
松
田
断

層
地
震
な
ど
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
災
害
に
備
え
る

項
目
は
一
般
論
で
終
わ
っ
て
い
ま
す
。 

地
震
発
生
時
、
古
い
家
に
住
ん
で
い

る
人
は
、
耐
震
が
心
配
で
、
あ
わ
て
て

飛
び
出
し
て
、
災
害
に
あ
う
ケ
ー
ス
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
の
家
の
耐

震
強
度
を
自
身
で
診
断
し
て
、
怪
我
を

し
な
い
知
識
を
身
に
つ
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
の
簡
易
診
断
法
を

紹
介
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

ま
た
、
山
北
町
内
の
急
傾
斜
地
の
崩

壊
、
土
石
流
、
地
滑
り
な
ど
土
砂
災
害

の
警
戒
区
域
を
県
が
指
定
し
て
い
ま
す
。

自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
安
全
が
判

断
で
き
る
デ
ー
タ
を
示
し
て
啓
発
す
る

こ
と
が
大
切
と
考
え
ま
す
。 

平
成
22

年
度
町
政
運
営
の
基
本
姿

勢
の
一
つ
が
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

で
す
。
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
の
充

実
を
望
み
ま
す
。 
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平
成
22
年
度
当
初
予
算 

一
般
会
計
は
49
億

7134
万
円 

平
成
22
年
度
当
初
予
算
は
総
額
81

億
６
５
０
６
万
円
で
前
年
並
み
で
す
。 

 

一
般
会
計
は
子
ど
も
手
当
の
新
設
で

１
億
６
３
８
０
万
円
増
え
前
年
度
比
２
．

７
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

歳
入
（
財
源
）
の
内
訳
は
次
の
通
り

で
す
。 

○
町
税
は
個
人
町
民
税
の
減
収
が
大
き

く
前
年
度
比
４
．
１
％
の
減
で
す
。 

○
地
方
交
付
税
は
、
町
が
行
政
を
行
う

た
め
に
必
要
な
財
源
が
、
町
の
収
入

だ
け
で
は
不
足
す
る
場
合
、
国
か
ら

交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。
前
年
度
比

７
．
２
％
増
で
す
。 

○
国
・
県
支
出
金
は
国
・
県
の
仕
事
を

町
が
行
う
た
め
に
支
出
さ
れ
る
も
の
、

町
事
業
へ
の
補
助
金
な
ど
で
す
。
今

年
度
は
子
ど
も
手
当
の
新
設
で
大
幅

増
と
な
り
ま
し
た
。 

○
町
債
は
い
わ
ゆ
る
町
の
借
金
で
す
。 

○
繰
入
金
は
家
庭
に
例
え
れ
ば
貯
金
の

取
り
崩
し
で
す
。 

○
町
税
、
地
方
交
付
税
、
国
・
県
支
出

金
、
町
債
が
歳
入
の
４
大
財
源
で
す
。 

主
な
事
業
は
①
健
康
セ
ラ
ピ
ー
コ
ー

ス
の
整
備
、
②
新
築
祝
い
金
、
出
産
祝

い
金
の
創
設
、
③
子
ど
も
の
医
療
費
を

中
学
校
修
了
ま
で
無
料
、
⑤
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
整
備
、
⑥
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
等
で
す
。 

性
質
別
歳
出
を
前
年
度
と
比
較
す
る

と
次
の
通
り
で
す
。 

○
人
件
費
は
職
員
の
退
職
金
を
積
み
立

て
る
退
職
手
当
組
合
へ
の
負
担
金
の

増
加
で
す
。 

○
扶
助
費
は
子
ど
も
手
当
新
設
に
よ
る

増
加
で
す
。 

○
公
債
費
（
借
金
の
返
済
）
は
臨
時
財

政
対
策
債
の
償
還
が
始
ま
っ
て
い
る

の
で
増
加
し
て
い
ま
す
。 

○
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
、
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
整
備
等
の
た
め
投
資
的

経
費
（
普
通
建
設
事
業
費
）
が
増
加

し
て
い
ま
す
。 

○
西
部
清
掃
組
合
（
焼
却
場
）
建
設
時

の
債
務
（
借
金
）
負
担
分
の
返
済
が

終
わ
っ
た
の
で
そ
の
他
支
出
が
減
少

し
て
い
ま
す
。 

特
別
会
計
は
国
民
健
康
保
険
事
業
、

老
人
保
健
医
療
、
後
期
高
齢
者
医
療
、

災
害
給
付
見
舞
事
業
、
下
水

道
事
業
、
町
設
置
型
浄
化
槽

事
業
、
山
北
、
共
和
、
三
保

各
財
産
区
、
介
護
保
険
事
業
、

商
品
券
の
11
会
計
か
ら
な
り
、

29
億
２
４
８
４
万
円
で
す
。 

ま
た
水
道
事
業
会
計
は
２

億
６
８
８
８
万
円
で
す
。 

 第
６
次
行
政
改
革
大
綱 

町
で
は
平
成
22
年
度
か
ら

26
年
度
ま
で
の
計
画
で
新
た

な
方
針
の
も
と
に
行
政
改
革

に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
５
つ
の
基
本
方
針
①

自
律
し
た
行
政
体
制
の
整
備
、

②
財
政
の
適
正
か
つ
健
全
な

運
営
、
③
行
政
運
営
の
簡
素

化
・
効
率
化
、
④
職
員
の
意

識
改
革
と
人
材
育
成
、
⑤
町

民
の
ま
ち
づ
く
り
意
識
の
高

揚
を
掲
げ
て
い
ま
す
。 

数
値
目
標
で
は
職
員
定
数

の
５
％
削
減
、
経
常
収
支
比

率
83
％
な
ど
財
政
指
数
で
神
奈
川
県
内

町
村
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
を
目
指
す
。

税
・
公
共
料
金
の
収
納
率
は
99
％
、
審

議
会
等
委
員
の
女
性
登
用
率
30
％
で
、

第
５
次
行
政
改
革
大
綱
を
踏
襲
し
つ
つ

さ
ら
な
る
行
政
改
革
の
推
進
に
努
め
る

と
し
て
い
ま
す
。 

町税

1,999

40%
地方交付

税

800

16%

国・県支

出金

880

18%

町債

389

8%

繰入金

223

4%

その他

680

14%

一般会計歳入（単位：百万円）

人件費
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1264

扶助費
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公債費
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459

投資的経費
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繰出金

370
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その他
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